ご 家人の 貝塚 三十 郎が、 また 芝 山 内で 悪事 をした。 

一太 刀で 仕 止めた 死骸から、 ス ルス ル と胴卷 を ひつ 

ぱリ 出す と、 中身 を 数えて 苦笑い をし、 

(思った より は 少なかった) 

ころも 力え 

でも 衣更 の 晴着ぐ らい は、 買って やれる とそう 思つ 

た。 

歌 麿が 描いた 時 もそう だった。 衣裳 は 俺が 買って 

やった ものだった。 春 信が 描いた 時 もそう だった。 

栄，. 之の 描いた 時 もそう だった。 衣裳 は 俺が 買って やつ 



の 死骸に も、 月光 は 同じように 射して いた。 まだ ビク 

ビクと 動いて いる 足が、 からくりで 動く 人形の 足の よ 

うに 見えた。 

「とうとう あのお 方 は 憑かれて しまった。 お気の毒に、 

ぉ可哀 そうに」 

ずっと 離れた 石燈 籠の 裾に、 檻褸 のように 固まって 

始終 を 見て いた、 新 発意の 源 空 は 眩いた。 

(わし は あのお 方が これで 三人 も、 人 を 殺した の を 見 

たの だが、 幾人 これから 殺す のだろう。 …… でも これ 

は 人事で はない。 わしが 変心して いなかったら、 あの 

お 方の ようにな つ ていただろう) 



る、 難波屋 おきた は 小判 を 見ながら、 辞儀 をした もの 

の 眉 を ひそめた。 

(この 人 微禄の 身分 だのに、 随分 派手に お 金を使う) 

こう 云う 不安が あつたから である。 

あいびき 

いつも 媾曳 をす る この 船宿に も、 かなりの 払い をす 

るよう だし、 そのほか 色々 あれ や これ や …… 。 

「ねえ」 

とおき たは 甘えた 声の 中 へ 真面目 さ を こめて 男へ 

云った。 

「無理な 算段な どなされ ずに ねえ」 

「大丈夫 だよ、 大丈夫 だよ」 



その 笠 を かたむけ おきた を 見ながら、 足 を 早めて 通つ 

て 行った。 

二 

「あ」 

とおき たは 口の 中で 叫び、 急いで 店先き まで 小 走つ 

て 行き、 その 新 発意 を 見送った。 

新 発意 は 幾度と なく 振り返 つ た。 

(また あのお 方が 通って 行く。 …… 似て いる。 …… い 

そ つ くり 

いえ 酷似 だ— あのお 方に 相違ない。 …… では 妾 



はこ こに はいられぬ。 ：•：. 妾の 身分が あの人に よって。 

…… でも どうして あのお 方が ご 出家なん かした ので あ 

ろう？) 

恋しい 人 …… 憎い 人 …… 秘密 を 知られた 人 …… 弥兵 

衛様 …… 今 は 新 発意 —— その 人の ことが 彼女の 心 を、 

この 日 一 日 支配した。 

「おきた、 わし はもう 駄目 だ。 わし はもう 江戸に はい 

られ ぬ」 

いつもの 船宿へ おきた を 呼び出し、 貝塚 三十 郎はそ 

う 云った。 おきた の 心 を 喜ばせる ため、 幾度と なく 辻 



おきた も 満足して いるので あった。 

尋常の 人と は 夫婦に なれない、 そういう 身分の 自分 

であった。 それが 微禄と はいいながら、 徳川 直参の 若 

い 武士と、 夫婦になる ことが 出来る ので ある。 

(茶 汲み 女と して 囉 されても、 そんな 人気 は ひとしき 

り、 妾の 素性が 知れよう ものなら、 あべこべに 爪 はじ 

きされる だろう。 それより 好きな 人と 他国へ 落ちて、 

安穏に 一 緒に くらした 方が …… ) 

どんなによ いかと 思われる のであった。 

宿 を 出外れる と 松 並木で、 人通りな ど は ほとんどな 

く、 夜 啼き蟬 の 滲み 入る ような 声が、 半 かけの 月の 光 



の 中で、 短い 命を啼 いていた。 

うしろ 

そ の 時 背後から 足音が し た 。 

おちゅうど 

あたりに 気 を 置く 落人であった。 そっとお きた は 

振り返って 見た。 

網 代の 笠 を 傾けて、 おきた を 見つめながら 例の 新 発 

うしろ 

意が すぐの 背後 を 歩いて 来て いた。 

「あ」 

おきた は 三十 郎へ鎚 つた。 

「あの 坊主 を 殺して …… そうでなければ …… 妾 は …… 

お前と は …… 添われぬ— 添われぬ— 」 

抜き打ちに しょうと 三十 郎は、 刀の 柄へ 手 を かけた _ 



(わし は 殺される、 わし は 殺される！) 

と、 そのと たんに 源 空 は 観念した。 

すると その 瞬間に 過去の ことが、 一時に 彼の 脳裡に 

浮かんだ。 

二 

二十 五の 時の 弥兵衛 であった。 お 伊勢 様へ 抜け参り 

ぎよ ゆ 

をした。 どうした もの か 三 河の 国の 御油の 駅路 近く 

やって来た 時に、 道 を 迷って あらぬ 方へ 行った。 そう 

して 寂しい 山村へ 来た。 おりから 夕暮れで 豪雨が 降リ、 



どうす る こと も 出来なかった ので、 豪家ら しい 屋敷の 

もん. If J わ たたす 

門 際に 佇み、 雨の やむ の を 待って いた。 すると そこ 

へ 上品な 老人が 供 を 連れて 通りかか つたが、 弥兵衛 を 

見る と 親切に 声 かけ その 屋敷へ 伴な つた。 老人 は その 

屋敷の 主人な のであった。 弥兵衛 は 町人の 枠で あり、 

母 一 人に 子 一 人の 境遇、 美貌で あ リ品も あり 穏 しく 

もあった が、 どっち かとい えば 病身で、 劇しい 商機に 

たずさわる こと が 出来ず、 家に 小金が あると ころから、 

和歌 俳諧 茶の湯 音曲、 そんな もの を 道楽に やり、 ノン 

ビリ としてく らして いたので、 どこか 鷹揚のと ころが 

あった。 



きりょ-つ 

この 娘で、 名 をお きたと 云って あれ だけの 縹緻、 そこ 

で 父親が 苦心 をし、 この 娘 だけ は 人並々 に、 素人 衆に 

婚礼 わせたい と …… 」 

あるじ 

そう 菓子屋の 主人 は 云 つ た。 

弥兵衛 は 顔色 を 失って、 そのまま 屋敷へ は 立ち寄ら 

する 力 

ず、 駿 河の 故郷へ 一 途に 走った。 

犬 神！ それ は 「とつつ き」 とも 云い、 その 種族の 

者に 見詰められ ると、 見詰められた 者 は 病気になる か、 

財 を 失う か 発狂す るか、 ろくな ことに はならない とい 

つきあ 

うので、 誰でもが 交際わない 種族な のであった。 

「犬 神に 憑かれたら おしまいだ」 



恐怖と 懊悩と が 彼の 心 を 焼 い た。 

彼 は 毎日 難 波 屋の前 を、 往来して おきた を 眺めたり、 

彼女の 愛人と して 知られて いた、 貝塚 三十 郎の後 をつ 

けたり した。 

おきた を 写した 一 枚 絵 を、 それから それと 買い もし 

た。 

死 を 前にして これ だけの ことが、 弥兵衛 —— 源 空の 

記憶に 上った。 

(わし も 結局 憑かれ たんだ。 こんなよ うに 憑かれる く 

らい だったら、 いっそお きたと 夫婦に なった 方が …… 

いやそう ではない そうで はない— そんな 小さ 



な 問題で はない— 宗教の 道へ 入って みて、 人間 

まこと 

は 一 切 平等 だとい う、 真理 を わし は 知る ことが 出来た _ 

犬 神 だのと つっき だのと、 同じ 日本の 人間 を、 差別 視 

するとい うことの、 不合理で あると いう こと も 知った- 

わし は あの 時 あのお きたと、 夫婦に なれば よかった の 

だ。 わしが おきた と 夫婦に なって いたら、 おきた はこ 

んな あばずれ 女に、 決してな つて はいなかった だろ 

う— 因果応報！ 悪因悪果！ わし は 快く 殺さ 

れ よう！) 

そこで 彼 は 大声で 叫んだ。 

「わたし は 快く 死にます る！ さあさあ お斬りく ださ 



ようにな つたが、 そうな つてから も 疑問だった の は、 

(あの 時 どうして 三十 郎 のために、 わし は 命 を 取られ 

なかった のだろう？) 

という、 そういう ことであった。 

しかし もし 彼が 雲水と なって、 奥州 塩 釜の 里へ 行き、 

ほうきん 

なにがし という 尼寺 を 訪ね、 法 均と いう 尼の 口から、 

身の上 話 を 聞いたなら、 疑問 は 氷解した ことと 思う。 

法 均 は 人 へ こう 話す そうな。 

「わたしが 難波屋 おきた といって、 浅 草の 境内に おり 

ました 頃、 あるお 侍さん に 誘われて、 道行き をした こ 

とが ございました。 すると わたしたちの 後 をつ けて、 



それ 以前に わたくしと 縁の ありました、 若い 新 発意が 

追って 参りました。 そこで わたし はお 侍さん に 勧めて、 

新 発意 を 殺させようと いたしました。 ところが どうで 

しょうその 新 発意 は、 街道に 立って 合掌し、 『わたし は 

快く 死にます る。 どうぞお 斬りく ださい まし』 と、 こ 

う 申した ではありません か。 それ はま ァ どうで もよ い 

として、 そう 云いました 時の 新 発意の 姿が、 浅 草 寺に 

ある 仏様の、 ご 一体 そっくりに 見えました ので、 わた 

くし はお 侍さん の 袖 を 引いて、 いそいで 逃げて しまい 

ました。 ところが 貝塚 〔# 「貝塚」 は 底本で は 「見 塚 匕 三 

十郎 という、 そのお 侍さん の 眼に は 新 発意の 姿が —— 



俗名 は弥 兵衛、 法名 は 源 空 —— その 人の 姿が これ も 仏 

様の、 不動明王に 見えました そうで、 『わしの 過去の 罪 

業 を 不動 様が 責める わ 責める わ』 と 云って、 間もなく 

狂死いた しました。 そこで わたし は 仏門に 入り」 …… 

と。 

—— けだし あの 時 源 空が、 人間 無差別の 悟りに 徹し、 

死 を 覚悟した 尊い 態度 〔# 「態度」 は 底本で は 「熊 度 匕 が 

おきた や 三十 郎の心 を 打って、 死 をまぬ かれた ものら 

ン ヽ 。 
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